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ディストピア小説①〜④概要まとめ(500文字版) 
 

 

ディストピア小説①：第四のリンゴと「無用者階級」

の黙示録―― 
 

⼈類史を三つのリンゴに重ね、AI という第四のリンゴが「無⽤者階級」を⽣む未来を描き

ます。2026 年の AI 投資熱とイラン戦争による物価⾼の中、社会保障が削られ、軍事費と AI

投資が膨らみます。国⺠から⾷料・医療・住まいを奪い、その⾦で AI と兵器を買う構図で

す。社会は勝ち組と負け組に分かれ、監視して⽀配する側になれと若者を誘います。学校で

は AI 適性検査で最下位の⽣徒がいじめられ、会社では障害者や真⾯⽬な社員、不正を追及

した⼥性が排除されます。権⼒者の「⽝笛」で群衆が攻撃を始める様⼦も描きます。2035

年には脳に「魂の座」を埋め込まれた強化兵⼠ケイ、脳活動を監視されるミナが登場し、

「浄化の⽇」の集団攻撃やエリートの本⾳が⽰されます。第四のリンゴは知恵ではなく隷属

の実であり、「なぜ」を問い続けることが抵抗になると訴えます。 

 



 

ディストピア小説②：「勝ち組」のルールと「負け

組」の見えない拷問――自由や尊厳の喪失 
 

2026 年の AI 熱狂を宗教のように描き、SpaceX 株の贈与や 5000 ドル給付の約束が選挙前

の政治マーケティングとして使われる様⼦を⽰します。投資家には⽢い⾔葉、労働者には

H-1B申請料引き上げという冷たい壁があり、AI企業は債務で膨らみます。イラン戦争によ

る原油⾼とインフレ、SNAPやMedicaidの削減、軍事費 1兆 5000億ドルへの増額で、⽣

活の基盤が壊れます。後半は N3 兵⼠が脳間通信で監視・嫌がらせ・⾝体拷問を担う設定で

す。学校で AI 適性ゼロの少年がいじめられ、⺟親が訴えると監視され「モンペ」に仕⽴て

られ、会社では障害を持つ真⾯⽬な社員が排除されます。告発者は「偶然」を重ねられ、デ

モは混⼊した N3 兵⼠により暴徒化され、デマ流布が共犯化を進めます。証拠は消え、⾝内

は職場への脅しで切り離され、対象者は外傷のない激痛で「調教」され⾃殺として処理され

ます。勝ち組の椅⼦はほぼ空かず、慈悲はエサ、恐怖は鎖、希望は鞭だと露呈します。 

 

 

ディストピア小説③：設計された飢餓――AIバブル

と「無用者階級」の静かな虐殺と「新植民地化」 
 

AIバブルが「無⽤者階級」を⽣む構造を、投資熱と⽣活破壊の両⾯から描きます。シリコ

ンバレーの IPOで富豪が⽣まれる⼀⽅、イラン戦争による原油⾼とインフレが⾷料・肥

料・物流を直撃します。アメリカでは SNAPやMedicaidが削減され、リンダとマイケルの

会話を通して、⾷品値上げ、ガソリン代、⾃動⾞ローン、カード延滞、外⾷減、ラスベガス

や旅⾏客の激減、システム障害とサイバー攻撃、⾞中泊、医療費と待ち時間の悪化が積み重

なります。⽇本でも飲⾷・医療・福祉・⼩売・建設・運輸などの倒産が過去最多ペースとな

り、ナフサ⽣産減と「在庫は⾜りている」という統計上の説明が現場感覚と乖離します。後

半は「飢餓を武器にする統制政策」と「安定供給政策」をチェックリストで⾒分ける⽅法を

⽰し、農業の輸⼊依存、種⼦の許諾制、⽔道への外資関与、⽔源林や港湾・農地の投資対象

化を通じた「植⺠地国家」化を説きます。トランスヒューマニズムが選別と排除に進む危険、

南⽶・欧州の極右の動きも重ね、問い続けることを抵抗とします。 



 

 

ディストピア小説④：「考えただけで拷問される」

――ナノ粒子が作る「調教社会」の黙示録 
 

SNS でファシズム政権の不正を告発しようと投稿ボタンを押す直前、送信エラーが続き、

通信が切れ、検索結果がぼやけ、いいねが消える場⾯から始まります。⼈間が決断して指が

動くまでの数百ミリ秒の準備電位をナノ粒⼦が読み取り、送信経路を先に塞ぐ設定です。

DARPA の N3 をヒントに、外科⼿術なしで脳と機器をつなぐ技術が社会に浸透し、失敗が

ランダムに続くことで学習性無⼒感を⽣み、表現前の思考そのものに介⼊します。AIワー

ムが冷蔵庫やテレビなどスマート家電に⾃⼰複製して侵⼊し、フランスのスーパーで冷凍設

備が 50度に上げられた事件を重ね、家電の異⾳や振動で威嚇するガスライティングの兵器

化を描きます。「神の⽬」は⾏動ではなく思考の前段階を読み、痛みの神経信号を外部から

注⼊して、反抗的思考に痛み、従順な思考に痛みの停⽌を与えるオペラント条件づけで「調

教」します。予測警察の実導⼊も⽰します。最後に広告と脅迫による同意の偽装、AIハッ

キングで弱みを握る脅迫、代理戦争の構造を描き、第四のリンゴは従順の実だと問います。 

 

 

 


